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研究成果の概要（和文）：本研究は、一国または複数国の経済成長や経済発展、金融市場の発展度合い、国際
的・部門間資源配分に関する諸問題を検討し、既存の文献に新しい知見を提供するものである。世界経済の金融
または実体経済のレジームの変化が、国際間の資本フローや富の国際間分配に影響を与え、それが各国の生産性
に影響を与えることを新たに示した。また、先進国と途上国で持続的な経済成長の鍵が異なることを示し、先進
国では知識資本への投資効率の向上が、途上国では知識蓄積への障壁の解消が最重要課題であることをデータで
示した。

研究成果の概要（英文）：This study examines a variety of issues related to the economic growth of 
one or more countries, the degree of development of financial markets, and the international and 
intersectoral allocation of resources. We show that changes in the global financial system and the 
real economic system affect the international movement of capital and the distribution of wealth 
among countries, as well as the growth potential of each country. We also show that the keys to 
sustainable economic growth are different in developed and developing countries. For example, 
improving efficiency is more important for developed countries, while removing barriers to knowledge
 accumulation is an important issue for developing countries.

研究分野：マクロ経済学、国際経済

キーワード： 経済成長　国際貿易　資本の国際間移動　金融市場の発展　人的資本の蓄積　教育の選択　技術の内生
的選択　所得分配

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、経済メカニズムの理論的な分析に加え、理論的な分析から得られた結果やその働きの意味を、実際
の経済データと比較することで理解しやすくする工夫をしている。例えば、貿易環境や経済システムに関わる変
化について、一時的な経済効果だけでなく、その変化が長期的に人々の生活にどのような影響を与えるかを総合
的に考えることの重要性を示し、社会全般における政府の政策について理解を深めることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
人々の生活水準と密接な関係にある一国の経済成長は、生活水準の低い途上国だけでなく、日本
のような先進国にとっても重要な課題である。日本の年金・医療制度を維持するための財源を確
保するためには、一定の経済成長が必要であるが、OECD 諸国と比較して、現在の日本の経済
成長率が低く、長期にわたって低迷していると言われる原因を明らかにすることも重要な課題
の一つである。本研究では、米国や中国など高成長を続ける経済と、日本のように停滞している
経済の実態を調べ、金融市場の発展や産業構造の変化に伴う資源配分の効率化などを考慮し、一
国または複数の国で経済成長または長期停滞の原因を明らかにする。 
 
２．研究の目的 
それぞれの研究テーマに適した理論モデルを構築し、一国または複数国における財政・金融政策
などのマクロ経済政策や関税などの貿易政策の影響を明らかにする。経済政策の変更が短期的
にもたらす直接的な影響だけでなく、その政策変更が長期的に一国の消費、投資活動（国内外）、
国際資本移動、労働市場などに影響を与えるメカニズムを解明する。このような分析を通じて、
ある経済がどのような成長段階、あるいは停滞段階にあるのかを見極めることを目的とする。 
 
(1) 各国の金融市場の発展度合いや部門間の資源配分に関する問題に注目しながら、それぞれ
の要因による経済効果を検証する。例えば、ある国の金融市場が発達していると、その国の起業
家は外部からの資金調達がしやすくなり、生産性の高い企業が市場に参入しやすくなる。米国に
日本より圧倒的に多くのユニコーン企業が存在するのは、このような背景があると言われてい
る。こうした推測を論理的に検証し、経済動向を把握するための理論的な仕組みに加え、実際の
データで検証することも必要である。 
 
(2) 成長する経済における国際貿易の所得格差に関する影響を明確にする必要がある。人々に
学習能力の差がある場合、若い人の教育の選択は一国経済の熟練労働・非熟練労働比率、そして
産業構造の形成に影響を与えるため、経済の環境、例えば国際経済の環境に変化あったとき人々
の教育選択問題を検討する必要がある。ただし各個人の学習能力の差などの異質性をもつ経済
主体は熟練労働者・非熟練労働者になる選択が市場環境の変化に伴いその選択も変わる可能性
がある。この変化は短期だけではなく、貿易パターンへの影響を含めて長期的効果の評価が必要
不可欠であり、なぜなら関連補助金や再分配政策の評価に繋がることがあるだから。 
 
３．研究の方法 
本研究課題の実施に当たっては、科研メンバーおよび海外研究協力者が年に１回のペースで神
戸にて国際貿易、マクロ経済動学および資本の国際移動に関する国際コンファレンスを開催し
てきた。対面での交流ができなかった時期に、Zoom ミーティングやメールの形で研究交流が続
いてきた。得られた研究成果をいくつかの研究論文にまとめ、学術集会や社会向けに積極的に発
信してきた。本科研に関連する学術的な分析方法としては、主に２種類の研究方法を採用してき
た。 
(1) 理論分析。本研究課題における研究テーマごとに研究目標経済の実態に基づいて、まず理論
モデルを構築してきた。この分析の目的としては研究テーマに関連する問題をより深く究明す
るために、それ以外の要因ができれば簡単化をし、マクロ経済全体の動きを論理的に考察するこ
とができるようにしてきた。 
(2) 数量分析。理論分析から得られた結果を実際のデータに照らし合わせるための作業である。 
実際経済と離れている経済モデルでの分析結果を観察された経済データに合わせるための作業
である。マクロ経済学ではカリブレーションという分析手法を使って、政策の変化効果をシミュ
レーションすることで、理論結果をより直感的に説明することが可能になり、理論だけでは見え
ない数理的な分析例も挙げることができるようにした。また必要に応じで、モデルを構築する前
におよび分析の後に必要な計量分析も実施してきた。 
 
４．研究成果 
(1) 2 国経済における financial frictions および富の分配に関する研究。金融市場の自由化に
関する既存文献には一国経済の生産性を高め、成長促進効果あると示した一方で、逆にマイナス
の影響を示した文献もある。本研究では大国経済を用いて、資本移動の一般均衡分析を行った。
既存研究と違って、金融市場において借り入れに関する frictions があると仮定し、企業の生産
性の異質性を考慮したうえ、金融市場の自由化効果を再検討した。世界金融体制に長期的な変化
が起こった場合、各国経済に与える影響を Short-run と Long-run の角度からそれぞれ分析し、
その効果が異なる、時には真逆であることが示した。さらに、financial frictions のある 2国
経済において定常均衡の性質を分析し、金融市場の市場発展の成熟度合い、生産性または政策に
関連するパラメータに変化があった場合の短期及び長期の調整を考察した。また国際間の資本
移動なしのリカードモデルのフレームワークでは一国で発生する信用危機は外国における景気



の低減につながることも示した。 
 
(2) 国際間の経済成長・発展格差の要因分析。知識資本・人的資本の蓄積につれて、高い技能が
必要とする新しい技術がつぎつぎと採用することが可能になり、1国経済の持続的な発展・成長
に重要であることを示した。知識資本への投資不足、もしくは新技術の採用に障壁があった場合、
経済成長が停滞し、経済発展の罠に落ちる（例えば中所得の罠といわれる現象）可能性があるこ
とも示した。我々の研究では人的資本・物的資本への投資及び生産性の働きを考察し、経済成長・
発展および生活レベルの格差の要因は日本のような先進国と生活水準の低い発展途上国におい
て異なることが分かり、関連研究に新しい知見を貢献した。 
 
(3) 教育選択と所得格差に関する分析。学習能力の異なるエージェントが教育を選択すること
によって、１国経済における熟練労働者と非熟練労働者の比率を内生的に決める。これによって
一国経済の産業構造の形成に影響を与え、経済環境に変化あったとき学習能力の異なる人々の
教育選択問題を検討することが重要である。仮に国際貿易の拡大は、未熟練労働が多く必要なロ
ーテク産業の生産を拡大させ、一部の中間層能力の労働者が学校教育を放棄し、ローテク産業で
働くことを選択する可能性が出てくる。このように、学習能力の異なるエージェントの教育選択
を通じで、貿易と所得格差の関係を理論および数量的に分析し、１国の産業構造や所得分配の変
化および技能労働者の両極化現象を説明することが可能にあり、関連文献に新しい知見を貢献
した。 
 
(4) マクロ経済政策の安定性効果および所得分配等。財政政策の経済安定性効果を開放経済で
検討することで、所得税と金融資産の利子所得税とは異なる安定性効果が持つことを示した。ま
た、熟練労働者と非熟練労働者の比率の決定要因を検討し１国経済の産業構造の形成および所
得分配に与える影響を見ることができる。小国開放経済における非線形財政政策の安定化効果
分析し、外生成長および内生成長モデルにおける非線形税率のマクロ経済安定化効果をパラメ
ータの値の領域ごとにはっきりさせた。内生成長経済においては、累進税のマクロ経済安定化効
果はこの税金の参照所得レベルに依存することを示したが、外生成長経済においては累進税の
マクロ経済動学効果が生産の外部性効果の大きさに依存せず、均衡の不決定性が起こらないこ
とを示し、関連分野に新しい研究結果を加えた。 
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